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 要  旨 
近年インターネットの急速な普及と拡大につれて, マルチメディアの需要が増大してきている. 
その一方で電子文書や画像, 音声などのディジタルコンテンツがユーザーにより不正にコピーさ
れてしまう問題が発生してきており, 著作権の保護と管理が緊急な課題となっている. その対策
の一つとして, マルチメディアに電子透かし処理を行うことが提案されている.  
本研究では, 電子透かし技術の一つの手法として提案された, ディジタルゴースト透かし方式
について検討する. このディジタルゴースト透かし方式とは, 原画像の画像情報に対して, ディ
ジタルゴーストという人工的なゴースト信号を２種類生成し, その２つを組み合わせることによ
って透かし情報の埋め込み・検出を行う方式である. これまでのディジタルゴースト透かし方式
の研究では, カラー画像を対象とするディジタルゴースト透かし方式の検討がわずかに行われて
いたものの, １次元 DCT（離散コサイン変換）領域で透かし情報を単純に埋め込んでいたことか
ら, JPEG 圧縮攻撃に対する耐性が他の攻撃耐性に比べて相対的に低いという問題点が指摘され
ていた.  
そこで, 本論文では２次元 DCT を用いたカラー画像用ディジタルゴースト透かし方式を提案
している. まず予備実験として, １枚の濃淡画像（256×256 画素）を 64×64 画素の小ブロック
に分割した後, ２次元 DCT 領域に変換してからディジタルゴースト透かし方式による透かし情
報の埋め込みを効果的に行う手法を提案している. 計算機シミュレーションの結果から, 濃淡画
像に対して提案手法による性能向上(JPEG 圧縮では約 20%向上)が可能であることを確認してい
る.  
次に, カラー画像の RGB 信号を YCbCr 色空間に変換した後, Y 成分（輝度成分）に対して上
記の手法で透かし情報を埋め込む方式を提案している. 計算機シミュレーション実験の結果から, 
攻撃なしの場合に提案方式の検出性能が向上することを確認している. また, SNR（信号対雑音
比）が 40[dB]であるような透かし入りカラー画像において, 基本的な攻撃に対する提案方式の耐
性が向上（クリッピングでは約 43％向上, JPEG 圧縮では約 24％向上）することを実験で確認し, 
提案方式の有効性を明らかにしている.  
 
 
